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「夢を育むｅ－学生支援」

－ＩＴシステムと個別担任制の連携による
多様な学生へのきめ細かな学生支援－

キーワード：多様な学生、個別担任制、電子ポートフォリオ、

ピア・サポート、ＳＮＳ

平成１９年度

「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」

意見交換会（北海道地区）

自然と調和するテクノロジーの発展を目指して
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北見工業大学概要

理念：「人を育て、科学技術を広め、地域に輝き、未来を拓く」
目標（教育）：「向学心を喚起し、創造性を育み、将来の夢を拓く教育」

３６２博士後期

１８４６博士前期 １５４

１６６０６工学部

専任教員学生定員学科／専攻
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０．学生支援GPへの事前取組

• 合同フォーラムへの参加（１８年１１月、横浜）

• ワーキンググループによる準備

– 第１回検討会（１８年１１月）

• 特色ある取組：個別担任、出席状況記録、ＪＡＢＥＥ対応

• 新たな取組：きめ細かな学生支援（本学の規模では可能）

– 第２回検討会（１９年１月）

• 『夢』のある学生支援（多くの学生に関わる支援の充実）

• “face to face”が基本、ITの利用（負担の“増” と“減” ）

– 第３回検討会（１９年３月）

• 学生間の相談と交流の支援

– 公募要領公開後、申請書作成（１９年６月）

４月申請を想定

７月申請の通達
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JABEEとは
• JABEE(日本技術者教育認定機構）とは

– 大学等における、社会の要求水準を満たしている技術者教
育プログラムを認定する機構

• 認定・審査
– 日本技術者教育認定基準に基づく審査

– 学習・教育目標の設定と達成
（アウトカムズ評価）

– 自己点検書と実地審査：証拠主義

• 本学の対応
– すべての学科が認定を申請予定

（土木開発工学科は2003年度から認定済み）

「JABEE」は本学の学生支援GPにおける

もうひとつのキーワード

　ＪＡＢＥＥの認定基準
１．学習・教育目標の設定
　　と公開
２．学習・教育の量
３．教育手段
４．教育環境
５．学習・教育目標の達成
６．教育改善

　ＪＡＢＥＥの認定基準
１．学習・教育目標の設定
　　と公開
２．学習・教育の量
３．教育手段
４．教育環境
５．学習・教育目標の達成
６．教育改善
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１．現在の取組から
新たな取組へ

就職支援室

学生支援センター

学生よろず
相談室

教職員の連携

学生支援課

保健管理
センター

担任教員

科目担当教員

学生の連携

多様な
学生

学生同士の
気軽な支援

『夢』
（社会での活躍）

• 新たな社会的ニーズへの
対応
– 多様な学生

（資質・能力・知識の多様性）

• 学生ニーズへの対応
– 半数以上は北海道外からの

学生⇒交流の機会を提供

– 学生生活での悩み・不安に、
半数以上の学生は「自分で
対処」、「なりゆきまかせ」
⇒学生同士の気軽な相談

「縦」・「横」の
つながり、

自主的活動

夢ある学生の元気
⇒「大学の力」

相乗効果、
多様性への対応

教育IT
支援室

国際交流
センター

6
学生支援課

保健管理
センター

担任教員

科目担当教員

国際交流
センター

教職員の連携

相乗効果、
多様性への対応

夢ある学生の元気
⇒「大学の力」

改善、
維持管理

効果

効果

効果

効果

学生支援センター

学生の連携

多様な
学生

学生同士の
気軽な支援

『夢』
（社会での活躍）

「縦」・「横」の
つながり、

自主的活動

就職支援室

学生よろず
相談室

教育IT
支援室

ＳＮＳ

ピア・サポート

新たな取組の独自性
個々の学生支援を連携することで
相乗効果を作り出すシステム

様々な段階の相談窓口を用意
（学生は相談内容によって窓口を選択）

２．具体的な方法と
学生の視点から見た効果

（１） 個別担任制の全学実施

定期的に個別面談がある
（臨時もある）

自分のことを知っているので
相談しやすい【ホームドクター】

（２） 電子ポートフォリオの構築

いつでも、どこでも、だれとでも
相談できる【紹介状不要】

（３） ピア・サポート

学生同士であり、気軽に相談
できる【同じ目線】

（４） ＳＮＳ

気軽に交流・情報交換できる
【２４時間利用可能】

個別担任
電子ポート

フォリオ
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２．（１）個別担任制

• 修学や学生生活のきめ細かな指導
– 個別面談の役割を重視（全学生が対象）

– 全教員が１学年あたり５人程度の学生を担当

• 新規学年制における移行の円滑化
– １年目：系入学→２年目：学科移行→

３年目：コース選択→４年目：研究室配属

• ＪＡＢＥＥ（日本技術者教育認定機構）への対応
– ＪＡＢＥＥ認定基準：３．２　教育方法

• 授業等での学生の理解を助け、勉学意欲を増進し、
学生の要望にも対応できるシステム

• 学習・教育目標に対する自分自身の達成度を点検さ
せ、学習に反映させること
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修学指導記録簿（個別担任用）
ふりがな 男

氏　　名 女

〒

E-mail：

TEL：

〒

TEL：

保証人 氏名 続柄

出身高校

備　　考

学業成績

修得単位数 1年前期 1年後期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

記載日

必修科目

選択ⅠＡ

選択ⅠＢ

選択Ⅱ

選択Ⅲ

その他

合　　計

合計点順位 　／　 　／　 　／　 　／　 　／　 　／　 　／　

平均点順位 　／　 　／　 　／　 　／　 　／　 　／　 　／　

2年前期

　／　

　／　

学　籍　番　号入学年

Ｈ     （　       ）

修学指導記録簿

（記載日は，教務配布の成績票の日付を記入する)

帰省先

部活動 等

      携帯Email：

現住所

生　年　月　日

修学指導記録

年　月　日 担任 個別指導・面談内容

現在は
紙で管理
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ＪＡＢＥＥへの対応

（修学向上のための
指導記録やコメントを記入）

科目名1 単位数 時間数 必修／選択 合否 1 2 3 4 5 6 7

基礎化学 2 22.5 選択 * 50 50
電気回路ＩＩＩ 2 22.5 選択 * 60 20 20
量子力学 2 22.5 選択 * 40 60   
電磁エネルギー変換工学 2 22.5 選択／電気
パワーエレクトロニクス 2 22.5 選択／電気
電力システム工学 2 22.5 選択／電気 * 20 80

学習・教育目標ごとの学習時間記録
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２．（２）電子ポートフォリオの構築
電子ポートフォリオ（多元的な情報の共有）

キャリア
教育記録

経済的
状況

修学指導記録簿

ふりがな 男 入学年

氏　　名

〒０９０－0015 北見市公園町
TEL： E-mail：

TEL：

出身高校 ○○一宮高等学校

備　　考

学業成績
修得単位数 1年終了時 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
必修科目 23 34 55 67 69 69 74
選択ⅠＡ 4 4 4 4 4 4 4
選択ⅠＢ 2 6 6 10 10 10

選択Ⅱ 2 10 19 36 41 43
選択Ⅲ 15 17 19 19 19 19 19
その他
合　　計 42 59 94 115 138 143 150

合計点順位 　1／80　 　1／79　 　1／78　 　1／77　 1/75 1/75 1/75
平均点順位 　1／80　 　1／79　 　1／78　 　1／77　 1/75 1/75 1/75

修学指導記録

年　月　日

2003/4/21 社会工学入門において，学生便覧・シラバスに基づき修学上の留意点，学科の学習

・教育目標，履修科目の関係などについて説明した。　　　　　

2004/6/16 個人別成績一覧・達成度評価表を手渡し，成績確認。

これまでのペ－スを乱すことなく励むように激励。

2004/10/22 来室，成績一覧を手渡し，状況確認。

首席であり，健康に留意して，学業を怠りなく過ごすように激励。

卒業後は公務員を志望しているとのこと。大学院も考えているとのこと。いずれにしても

公務員を目指すのであれば準備に着手するように助言。

2005/5/19 成績一覧表・学習時間表を手渡し，確認。成績・修得状況が優秀であることを賞賛。

３年生の１年間は今後の進路を決める上でも重要であるので，より集中することを助言。

新バ－ジョンの学習時間表を作成しておくので，掲示時に来室するように指示。

2005/6/8 新バ－ジョンの学習時間表を手渡し，確認。土木開発工学特別実習を修得していないの

で，３年次では是非修得するように勧める。教務課へ同行し，担当係と相談し，インタ－ン

シップを行なうよう手続きをした。

2005/6/26 大学祭の表彰会場にて，学科２年次成績優秀者として表彰を受ける。

2005/10/7 インターンシップ（北見市役所）を行なったことを確認。

1年 2年 3年 4年

個別担任

生　年　月　日

12345

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

所属クラブ等

クラス担任

AAA BBB

学　籍　番　号

現住所

帰省先

修学指導
記録

JABEE
への対応

・・・・・
情報ごとの
閲覧制限

授業出席
状況記録

現在は
１学科で

WEB記録
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２．（２）電子ポートフォリオの構築

• 学生カルテの設計・開発
– 学生の多元的情報を教職員で共有

（ＩＴシステム活用による教職員の連携）

– 個別担任やカウンセラーなどによる多様な学生への適
切で迅速な指導・対応（個々の学生支援の相乗効果）

• 安全なネットワーク環境の整備
– 学内専用ネットワーク

（不正アクセスの排除、情報漏えいの防止）

• eラーニングシステムとの連携
– 将来的にはLMS（学習管理システム）と学生カルテの

有機的連携も検討

12

２．（３）ピア・サポート

• 学生（ボランティア）が相談の窓口になる

• 学生による学習支援、相談内容による振り分け

専 門 医 師

弁 護 士

消費者相談窓口

『学外』
『学内』学　生

ピア・サポート室

相談

学 生 よ ろ ず 相 談 室
・ﾋﾟｱ・ｻﾎﾟｰﾀー養成・研修

就職支援室

相談･支援

学生支援センター

振り分け

担任教員
(クラス・個別)

学生支援課
・ﾋﾟｱ・ｻﾎﾟｰﾀｰ募集

相談･支援 連携

支援

保健管理センター

内 科 医

カ ウ ン セ ラ ー

健康相談等

心理・精神相談等

【業務内容】
１　学内・学外でのボランティア活動
２　ボランティア募集・啓蒙活動　等

ボランティアセンター

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｻｰｸﾙ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｻｰｸﾙ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｻｰｸﾙ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｻｰｸﾙ
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２．（４）ＳＮＳ（Social Networking Service）

• 学生のつながり・活動の拡大（学科・学年を越える、卒業生も）
• 情報交換：情報の蓄積⇒知識データベース（情報の再利用）
• コミュニケーション能力の向上、マナーなどの教育
• ピア・サポートとの連携

個別担任 就職

・・・・・

（教員）

個人ページ

自己紹介、日記など

個人的
交流

（卒業生）

地域の風土・文化

コミュニティ

助言者

ボランティア活動

実生活
での活動

ＳＮＳ（電子的な学生交流の場）
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３．運用・推進・評価体制
～プログラム実施の計画・実行・評価・改善サイクル～

• 学生支援センターが運用・推進の中心
– 教職員が連携して総合的な学生支援を企画・実施する組織

（センター長：副学長、副センター長：学生支援課長）

• 学生委員会が評価 （教育研究評議会へ報告⇒改善）
– 方法：学生及び教職員へのアンケート調査

– 観点：学生の個別指導への有用性、
　　　学生同士の相談、交流・情報交換の場としての機能性

Actct

Plan

学生支援センター

連絡協議会

学生委員会

教育研究

評 議 会

個別担任

学生よろず相談室

保健管理センター

就職支援室

・・・

Do

Check
PDCA サイクルPDCA サイクル
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４．進捗状況

• 個別担任制

– 既に、６学科中４学科で実施中

• 電子ポートフォリオ

– 学生カルテの仕様を策定中（来年度に調達）

– 既設光ファイバーを活用した専用ネットワークの構築中

• ピア・サポート

– 平成１９年８月　ピア・サポート・トレーナー研修会

– 平成１９年９月　ピア・サポート研修

– 平成１９年１０月　実施

– 平成２０年４月　受付窓口の新設（相談しやすさの向上）

• ＳＮＳ

– 本学に適切なシステムを検討中
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５．他大学等の参考となる点

• 電子ポートフォリオのシステム構築
– 使い勝手のよいシステム作り（ＪＡＢＥＥにも対応）

• 情報共有による学生支援の実施・運用
– 情報提供に関する教職員の理解

（小規模な大学では教職員の連携がとりやすい、
セキュリティを確保しやすい）

• 個別担任制
– 教員の理解

（電子ポートフォリオによる負担の軽減）

小規模工業大学
での実験的試み

評価・
検証

規模の大きな大学
における実施・運用


